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の 花や、 ちょっと 触 はると、 蟋蟀の やうに ぴちぴち 鳴 

いて、 莢 を 飛び出す 酸漿の 実な ど は、 子供の 私に とつ 

て 心からの 驚異で、 私 は どれ だけの 長い 時間 を、 それ 

によって 遊ばせて 貰った か 知れません。 

草の なかには、 また いろんな 虫が 隠れて ゐ ます。 機 

織、 土 蜘蛛、 軍人の やうに 尻に 剣 を 持って ゐ るき リぎ 

りす、 長い 口 鬚 を 生やした やきもち 焼の 蟋蟀、 気取り 

屋の 螳螂、 剽軽者の 屁つ 放り 虫、 おけら、 蚯蚓、 I - 

といった やうな、 お 伽の 国の 王様 や 小姓 達の 気忙 はし 

さうな、 また 悠長な 生活が そこにあります。 草の葉 を 

搔き 分け、 茎 を 押 曲げて、 そのな かに 隠されて ゐるこ 



底本 ： 「日本の 名 随筆 S 草」 作品 社 

1990 (平成 2) 年 8 月お 日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本： 「太陽 は 草の 香が する」 ァ ルス 

1926 (大正： ：5) 年 9 月 

入力 ： 増 元弘信 

校正 ： 菅野朋 子 

2 000 年 7 月 g 日 公開 

2 00 5年匸月^日彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



